
Q.織り子の大変さ・楽しさは？
　久米島紬は分業がなく全行程一人でやるのですが、デザ
インを描いて、一本一本種糸にスミつけをする時や糸を括
る時に、少しでもずれたら柄もずれてしまいます。でも織る
のは自分だから自己責任です。最初から手を抜かないでや
らないといけないので大変ですが、みんな緊張しながらも
楽しく、笑顔で織っています。ユイマール館では、先輩達と
一緒に作業したり、見たり、聞いたりしながら助け合って織
り上げるので、夕方になるとおうちに帰りたくないくらい
楽しいんです。決して甘くない世界ですが、展示会などで自
分が織った紬を着ている方に会えたりするのもとても嬉し
いですね。

Q.久米島紬の魅力はなんですか？
　久米島紬は自然の植物染料や土・泥で染めます。やって
みてこれは宝の島だなと思って、島がより一層、大好きにな
った。森に入って染色の材料を採る時、植物が再生して枯れ
ないようにあちこち残します。木の根っこでも若いのを残
しておいたり、皮も一周取らないで少し残す。私も「いいの
作るからちょっともらいますね、ごめんねー」とひとり言を
言いながら染料を採取します。
　ここ数年は年齢的に織り子を辞めていく方も多く、入っ
てくるより辞める方が多くなってしまっています。泥染も
やる人が少なくなって貴重になってくるので、自分でも「そ
ろそろ泥染をやらないとなぁ」と思うし、入ってくる人も増
えてほしい。伝統が守られ、続いていって欲しいです。
　今は子どもたちの授業で久米島紬を取り上げて、養蚕や
糸づくりを教えたり、織るところを見せたり体験させたり
しています。その中でひとりでも織り子になってくれたら
という気持ちでやっています。子どもたちには、「久米島は
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第4回 久米島紬事業協同組合　
　　　 　山城 智子さん

移住定住相談窓口の「島ぐらしコンシェルジュ」が、
輝く島人に島のことを色々教えてもらいます！

少しずつ掲載情報も
増えています！

求人・住宅情報登録の
リクエストも受付中です！

儀間出身。久米島紬事業協同組合副理事長・久米島紬伝統工芸士。
　高校卒業後集団就職で名古屋・東京で働いた後、20代で島に戻る。結婚後役場の臨時職員
などを経て、子育てが落ち着いた40歳の時に久米島紬の織り子養成に応募し、現在では伝統
工芸士として活躍しています。

　10月17日に行われた久米島町移住・定住推進アクションプラン策定委員会第3回部会会議では、「なぜ島の人口減少を食い止
める必要があるのか？」をもう一度振り返り、「そのためにUIターンして欲しい人材をどうすれば島に呼び寄せることができる
か」を話し合いました。会議の詳細はHPでご報告していますのでご覧ください。

すごいよ」「この植物でこんな色が染められると思わなかっ
たでしょ」「宝ものいっぱいのとてもいい島だから、自然を
大事にしなきゃね」と伝えています。
　ある時小学生から、「カイコの命をとってまで、なんで糸
を作らないといけないんですか」と聞かれて、衣食住の話を
しました。「人は生きるために食べないといけない、住む家
がないといけない、服も着ないといけないでしょ」と。久米
島紬は自然のめぐみをもらってすべて手作りで織り上げる
反物。島ならでは、島でしかできないものだと思っていま
す。いつまでも変わらないで欲しいです。

Q.久米島の良さは？
　自然が豊かで時間がゆっくりながれ、人も温かいですね。
先日、「自分の着物を織った人に会いたいけれど、織り子
の名前が分からない」と島外から訪ねて来た方がいらっ
しゃいました。紬を見て、この地域の方が織ったことには
間違いないからと一緒に一軒ずつ訪ね歩きました。結局
は会えなくて、もうその織り子さんは亡くなっているの
かもしれないけれど、「あの人が織りそうだね」とか、ハギ
レを出して来てそれぞれを織った時の話をしてくれた
り、アポなしでも皆優しく対応してくれて、これは久米島
ならではかなと思いました。嫌と言わない、優しく迎えて
くれる人の温かさがありますね。

Q.智子さんにとって久米島はどんな島ですか？
　「糸を紡ぐ…糸の様に人と人がつながる島」です。500
年以上続いてきた紬の伝統。紡がれる糸と同じように、
久米島の人と人もずっとつながってきて、これからもつな
がっていく島だなと感じています。

第３回部会会議を開催しました！

　10 月７日（金）に幼年消防クラブ合同交流会が消防本部で行われました。
　この交流会は、火災の発
生しやすい時期を迎えるに
あたり、幼年消防クラブ員
相互の交流を深め、あわせ
て火災予防思想の一層の普
及を図ることを目的とし、
総勢 166 名のクラブ員が、
綱引きやリレー大会、消防
車見学などを行い、火災予
防の意識向上に役立てるこ
とができました。

久米島消防
☎985-3281消防だより消防だより消防だより消防だより

※火災の早期発見と『逃げ遅れ』を防ぐために
　住宅用火災警報器を設置しましょう。
※火事・救急・救助は119 番へお願いします。
○消防法及び市町村条例（平成23年６月施行）により、
　すべての住宅に火災警報器が義務づけられました。

第11回幼年消防クラブ合同交流会第11回幼年消防クラブ合同交流会

　10 月 30 日（月）に、船舶火災訓練を実施し
ました。この訓練は、船舶火災に対する消防活
動技術の向上と、乗組員及び地域住民への防火
思想の高揚を図ることを目的に行われ、兼城港
に接岸している「ニューくめしま」の調理室か
ら出火、乗組員１名の確認が取れない想定で行
われました。
　船舶火災は､複雑な構造・狭い空間・積み荷な
どにより消火が難しい火災の一つです。初期消
火や避難誘導など迅速な対応で訓練を終了しま
した。

船舶火災防ぎょ訓練実施船舶火災防ぎょ訓練実施

10月出動状況（　）は、平成28年累計

合　計　  59件（390件）

●救　急 …37 件（348 件）●風水害 …10 件（10 件）
●火　災 … 0 件 （  3 件）●捜　索 … 0 件 （  3 件）
●救　助 … 2 件 （  7 件）●その他 …10 件 （21 件）
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